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導入そのものではなく、業務削減と市民サービスへの還元を成果にする

状況を把握

RPAは進むが生成AI運用は準備
段階

→
質問する

RPA・BPR・AI・基盤整備を確
認

→
市の答え

AI試行とガイドライン・研修を
準備

→
次を確認

AI利用実績と業務削減効果を確
認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

個別のデジタル化だけでなく、業務手順
の見直しと安全な生成AI活用を組み合わ
せ、効果を測る必要があります。

質問

RPAの成果、BPRの事例、生成AIの導入
方針、情報管理、職員研修、全庁的な推
進体制を確認しました。

市の答え

RPAで年間2,973時間を削減。生成AIは
ガイドラインと職員研修を整え、内部事
務から試験導入すると答えました。

最重要の到達点 デジタル化で削減した時間と工程を明確にし、その効果を市民サービスへ振り向けること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

RPAの実績 令和2年度から導入し、令和6年度は年間2,973時間分の作業を削減

BPRの事例 住民異動手続や住家被害認定で、業務プロセス自体を再構築

生成AI方針 市民向け直接利用は慎重にし、内部事務から試験導入・適用範囲拡大を予定

安全と人材 ガイドライン、職員研修、プロンプト研修、各課のDX人材配置を検討

議事にある具体事項 RPA活用例：高齢者予防接種、マイナンバーカード交付予約管理入力等／令和7年11月に職員研修予定

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年9月定例会／日田市「令和8年第1回市議会定例会 市政執行方針・当初予算資料」（2026
年9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

正式事業へ移行 令和8年度当初予算に「業務効率化推進事業」1,710万7千円を計上。試験導入準備か
ら正式な事業へ進みました。

複数ツールを活用 従来のRPAに加え、ノーコードツールと生成AIを組み合わせて行政業務の効率化を進
める内容です。

成果は今後確認 生成AIを利用する職員数、利用業務数、生成AI単独の削減時間、誤回答・事故等は公
式資料から確認できていません。

市民還元を測る 何時間・何工程を削減し、その時間を市民サービスへどう振り向けたかを成果指標と
して確認します。

出典：日田市議会 令和7年9月定例会／日田市「令和8年第1回市議会定例会 市政執行方針・当初予算資料」（2026年9月確認）


